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人関西学院評議員を、また 2004年 4月より現在に至るまで理事を務められ、2007年 4月から 2016年 3
月までは、3期 9年の長きにわたり院長の重責を担われました。創立 125周年に当たる 2014年 7月に、
キャロライン・ケネディ駐日米国大使（当時）の上ケ原キャンパスへの訪問、学生との交流が実現したの
も、グルーベル院長あればこそでした。
また多忙を極める院長の職務と同時に、先生は 2010年 4月から 2016年 3月まで教育連携室長として院
内校（関西学院初等部・中学部・高等部、関西学院千里国際中等部・高等部）や継続校（啓明学院中学校
・高等学校）などと関西学院大学との教育連携を統括され、2011年 4月より 2016年 3月まで高中部長、
2012年 4月より 2016年 3月まで初等部長の職にも就かれていました。
そうした関西学院内の役職とともに、先生は 1996年 10月より 2012年 12月までと 2016年 4月よりの
期間、学校法人啓明女学院理事（2005年 4月に啓明学院に法人名変更）を、1999年 4月より 2009年 3月
まで学校法人聖和大学理事を、2017年 4月より準学校法人パルモア学院理事を務められ、関学ファミリ
ーとも言うべき諸学校との関係づくりに励まれました。また、1999年 4月より 2007年 3月まで学校法人
神戸女学院評議員を、2001年 7月より 2010年 5月まで学校法人静岡英和女学院理事を務められ、またキ
リスト教学校教育同盟においても要職を歴任されてきました。こうした社会的な活動も、すべての人に敬
愛される先生のお人柄ゆえのことと思われます。
関西学院大学における教育や校務への貢献としては、1997年 10月から 2005年 3月にかけての国際交
流副部長としての、2005年 4月から 2007年 3月までの国際教育・協力センター副長としてのお働き、さ
らには総合コース・コース担当代表者や人権科目（全学開講）・科目担当代表者として講義のコーディネ
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